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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セメント系材料を変性するための、溶質部分および溶媒部分が一緒に均一に混ざり合っ
ている組成物であって、前記組成物は、セメント系材料における撥水性を向上させるのに
有効な少なくとも１種の鹸化されていない疎水性材料を有する溶質部分、および、セメン
ト系材料における乾燥収縮を抑制するのに有効な少なくとも１種のグリコールエーテルを
有する非水性溶媒部分を含んで成っていて、前記疎水性材料はステアリン酸ブチル、オレ
イン酸ブチルまたはそれらの混合物であり、前記グリコールエーテルは（ｉ）オキシアル
キレングリコール、（ｉｉ）アルコール、グリコールもしくはグリセロールのオキシアル
キレングリコール付加体または（ｉｉｉ）それらの混合物であり、前記溶質および溶媒は
組成物中に９５：５から５：９５の比率で存在し、前記溶質部分および溶媒部分は前記少
なくとも１種の鹸化されていない疎水性材料を前記溶媒に溶解することによって一緒に均
一に混ざり合わされており、それにより前記溶質部分および溶媒部分が非水性溶液を形成
している、ことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　請求項１の組成物をセメント系結合剤と一緒にすることから成る方法。
【請求項３】
　請求項１の組成物を水和性コンクリートと一緒にすることから成る請求項２の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、水和性セメント系組成物用の添加剤および混和剤、より詳細には、セメント
系組成物に撥水特性を与える添加剤および混和材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撥水性材料を水和性セメント系材料、例えばセメントペースト、メーソンリーセメント
、モルタルおよびコンクリートに混合することである程度の水分不透過性を達成すること
は公知である。水および湿気を透過しないセメント系組成物の場合、理想的には、これの
外側に歴青質被膜または防水膜積層などの如き水分バリヤーを付着させる必要はないであ
ろう。
【０００３】
　セメントに撥水特性を与える乳化混和材が特許文献１に開示された。その混和材には重
合体、界面活性剤および脂肪族カルボン酸有機エステルの形態の疎水性材料が入っている
。その重合体は好適にはラテックス重合体（例えばスチレンとブタジエンの共重合体のラ
テックス）である。前記界面活性剤には前記疎水性材料を乳化させ得る如何なる界面活性
剤も含まれ得るが、最も好適な界面活性剤はエトキシル化ノニルフェノールである。Ｌｕ
は、その乳化させた疎水性材料をセメント系組成物に混合するとそれがセメント系マトリ
クスの表面ばかりでなくそれの全体に渡ってむらなく分布すると理論付けした。それは、
意図的に、水が多孔質セメント系構造物、例えばブロック、舗装材料および固定壁ユニッ
トなどの中に入り込むこともそれから出て行くこともないようにするものである（コラム
４、１１、１７－２４を参照）。
【０００４】
　しかしながら、乳化させた疎水性材料は長年に渡って知られていて、以前から用いられ
ていた。例えば、水に不溶な撥水性酸成分［例えばトール油、乳化剤（例えばそのような
酸の塩）］および硬化時間遅延剤（例えばスクロース）が入っている水中油エマルジョン
を含んで成る添加剤が特許文献２および３に開示された。そのような添加剤は過剰使用の
危険性が最小限になるように水の形態で分散させることができる（特許文献４の背景に説
明されているように）。その上、そのような添加剤は任意の追加的成分、例えば空気連行
剤などを含有させることができる形態で提供された。特許文献５に記述されている如き改
良を受けた乳化添加剤には更に乳化安定剤（例えばグリコール）も入っている。そのよう
な安定剤は、現在では良く知られているように、水中油エマルジョンが輸送または貯蔵中
に凍結温度にさらされた時に破砕しないようにする（例えば特許文献４のコラム２の１１
－２３行を参照）。
【０００５】
　Ｗｉｅｇｌａｎｄは、特許文献４の中で、水中油エマルジョンが破砕すると使用できな
くなることを観察した。安定剤（例えばグリコール）をそのような水系で用いたとしても
、そのようなエマルジョンは極度の温度変動および長期の熱循環によって破砕する可能性
がある。このように、Ｗｉｅｇｌａｎｄは、モルタルセメントが示す作業性、可塑性およ
びボードライフ（ｂｏａｒｄ　ｌｉｆｅ）を向上させようとする明白な目的で、ステアリ
ン酸塩（例えばステアリン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウム）、硬化遅延用炭水
化物、モノ－、ジ－、トリ－およびテトラエチレングリコールから選択されるエチレン系
グリコールおよびセルロースエーテルを含有する添加剤を提案した。ステアリン酸と石灰
粉を加熱することでステアリン酸塩に鹸化を受けさせた。
【０００６】
　本産業では水中油エマルジョンおよび鹸化金属塩（例えばステアリン酸カルシウム）が
しばらくの間商業的に用いられてきた。エマルジョンが基になった撥水向上剤（これはセ
メントをクリンカーから製造する粉砕工程中に添加される）をＧｒａｃｅ　Ｃｏｎｓｔｒ
ｕｃｔｉｏｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ　ＵＳＡ）から商品名ＨＹＤＲＯ
ＰＨＯＢＥ（商標）の下で商業的に入手することができる。ステアリン酸カルシウム懸濁
液（微粉砕したステアリン酸カルシウム粉末を水性担体の中に分散させた形態で提供）を
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Ｇｒａｃｅから商品名ＤＡＲＡＰＥＬ（商標）の下で商業的に入手することができる。
【０００７】
　本発明者らは、従来技術の撥水技術を改良する目的で、水性エマルジョンの使用も水性
溶媒の使用も回避することを提案する。
【特許文献１】Ｌｕの米国特許第６，７６１，７６５　Ｂ２（２００４年７月１３日付け
で発行）
【特許文献２】米国特許第３，８６５，６０１号
【特許文献３】米国特許第３，８８５，９８５号
【特許文献４】米国特許第５，１０８，５１１号
【特許文献５】米国特許第４，３７５，９８７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、セメント、メーソンリーセメント、コンクリートおよび他のセメント系材料
における撥水性を向上させる新規な組成物を提供するものである。多くの場合、材料費お
よび人件費の低下を達成することができるように、そのようなセメント系材料が示す水分
透過性を防水被膜もしくは膜を外側に取り付けなくてもよい点にまで低くすることができ
ることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の新規な組成物は液体分散可能形態で添加剤（例えばセメントを製造する目的で
クリンカーを粉砕している時）または混和材（例えば完成セメント、モルタルまたはコン
クリートへの）としてセメントまたはセメント系材料、例えばコンクリートなどと一緒に
することができる。このことは使用量が正確であり、制御可能でありかつ検証可能な点で
好ましい。
【００１０】
　本発明の典型的な組成物はセメント系材料における撥水性を向上させるに有効な少なく
とも１種の疎水性材料を有する溶質部分および少なくとも１種のグリコールエーテルを有
する非水性溶媒部分（これは好適にはセメント系材料における乾燥収縮を抑制するに有効
である）を含んで成り、前記溶質および溶媒が前記組成物に９５：５から５：９５の比率
で存在し、前記溶質および溶媒部分が非水性溶液の形態または水が不連続相として存在す
るエマルジョンの形態で一緒に均一に混ざり合っている。前記疎水性材料が空気を連行せ
ず（ｎｏｎ－ａｉｒ－ｅｎｔｒａｉｎｉｎｇ）かつ鹸化されていないのが好適である。
【００１１】
　本発明の組成物は水中油エマルジョンを達成することを意図するものでなく、むしろ、
非水性溶液または水が単に不連続相として存在するエマルジョンの形態で用いることを意
図するものであることから、界面活性剤の使用を回避することができる。界面活性剤をモ
ルタルおよびコンクリートで用いると、しばしば、空気があまりにも多い量で連行される
。モルタルおよびコンクリートにある量の空気が微細気泡として分散していると凍結解凍
耐久性にとって利益になり得るが、空気の濃度があまりにも高いと水分が入り込み得る通
路が生じる可能性がある。本発明は消泡剤を添加する必要なくセメント系材料中の空気濃
度の管理をより良好にするものであると考えている。
【００１２】
　本発明では、セメント系組成物を変性する時に特定の通常の疎水性材料を用いることが
でき、それらには、好適には現実に空気を連行しない材料が含まれるであろう。これは、
そのような疎水性材料を非水性液状担体、好適には１種以上の収縮低下用混和材、例えば
特定のグリコールエーテルなどを含んで成る担体（本明細書の以下に更に考察する）の中
に直接溶解させることで達成可能である。
【００１３】
　そのような溶質と非水性溶媒を組み合わせると結果として温度安定性の範囲がより広く
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なりかつ冷環境下で加熱貯蔵する必要性もなくなる。このことは従来技術の撥水系（通常
のエマルジョンまたは水性懸濁液が基になっている）に比べて多大な利点である。
【００１４】
　本発明で用いるに適切であると考えている典型的な疎水性材料には、例えば、脂肪族カ
ルボン酸またはその塩もしくはエステル、脂肪酸またはその塩もしくはエステル、天然も
しくは合成ワックス、天然もしくは合成油、シリコーン化合物、シラン化合物、シロキサ
ン化合物、ナフタレン化合物、メラミン化合物、ジカルボン酸もしくはその塩または前記
のいずれかの混合物が含まれる。
【００１５】
　本発明で用いることを意図する特に好適な疎水性材料（溶質）には、脂肪酸、例えばス
テアリン酸ブチル、オレイン酸ブチルまたはそれらの混合物などが含まれる一方、好適な
グリコールエーテル（溶媒）にはジ（オキシプロピレン）グリコール－ｔ－ブチルエーテ
ル（ＤＰＴＢ）、ジ（オキシプロピレン）グリコール－ｎ－ブチルエーテル（ＤＰＮＢ）
またはそれらの混合物が含まれる。そのような溶媒に追加的に低分子量のグリコール、例
えばジ（オキシプロピレン）グリコール（ＤＰＧ）、ジ（オキシエチレン）グリコール（
ＤＩＥＧ）またはそれらの混合物を含有させてもよい。
【００１６】
　典型的な溶質（疎水性材料）および溶媒（例えばグリコールエーテル）の更に詳細な説
明を本明細書の以下に行う。
【００１７】
　本発明の組成物は、水を多量に用いないことから、いくつかの利点を実現する。１番目
として、製造業者は水性エマルジョンまたは分散液を製造するに要する追加的段階を用い
なくてもよいばかりでなく界面活性剤および安定剤の費用を回避することができる。更に
、水性エマルジョンまたは懸濁液の大部分を構成する水を輸送する費用が低下する。その
上、本発明の組成物は、水含有量が低いか或はゼロであることから、細菌および他の微生
物が生息する可能性が低い。
【００１８】
　本発明の典型的なさらなる組成物では、追加的に、セメントに対する水の比率を低くし
かつセメント系組成物の作業性または流動性を向上させる目的で本技術分野で公知の如き
１種以上の櫛形重合体である超可塑剤、例えばポリ（オキシアルキレン）型の超可塑剤な
どを組み込んでもよい。そのような超可塑剤に伴う水の量は少量であり得るが、それにも
拘らず、本発明の組成物には水を実質的に含有させない、例えば全体積の３５％未満、よ
り好適には１５％未満にするのが好適である。
【００１９】
　本発明は、また、セメント系材料における撥水性を向上させる方法にも関し、かつまた
、上述した撥水性向上用組成物を含有させたセメント系材料にも関する。本発明の他の利
点および他の特徴を本明細書の以下に記述する。
【００２０】
典型的な態様の詳細な説明
　本発明の発明組成物は、この上に記述したように、セメントおよびセメント系組成物お
よび材料を変性するための添加剤または混和材として用いるに有用である。従って、本発
明は、また、セメント系材料およびそれの撥水性を向上させる方法にも関する。
【００２１】
　用語「セメント系組成物」または「セメント系材料」を本明細書で時には互換的に用い
るかもしれないが、この用語は、「セメント」ばかりでなくまたペースト（またはスラリ
ー）、モルタルおよびグラウト、例えば油井セメント用グラウト、ショットクリート、お
よび水硬性セメント結合剤を含んで成るコンクリート組成物を包含しかつそれらを指す。
用語「ペースト」、「モルタル」および「コンクリート」は技術用語であり、ペーストは
、水和性（または水硬性）セメント結合剤（通常は、排他的ではないが、ポートランドセ
メント、メーソンリーセメント、モルタルセメントおよび／または石膏、そしてこれらは
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、また、石灰石、水和石灰、ポゾラン、例えばフライアッシュおよび／または顆粒高炉ス
ラグ、メタカオリン、籾殻灰およびシリカフューム、またはそのようなセメントに通常入
っている他の材料も含有していてもよい）および水で構成されている混合物であり、「モ
ルタル」は、追加的に微細骨材（例えば砂）も含有するペーストであり、そして「コンク
リート」は、追加的に粗骨材（例えば砕石または砂利）も含有するモルタルである。個々
のセメント系組成物の製造に必要であり得る如き特定材料、例えば水硬性セメント、水お
よび微細および粗骨材などを必要な量で混合することで本発明に記述するセメント系材料
を生じさせる。
【００２２】
　加うるに、用語「セメント」は、この直ぐ上に記述した如きポートランドセメントおよ
びポゾランに加えて、また、アルミン酸カルシウムセメント、水和性アルミナ、水和性酸
化アルミニウム、コロイド状シリカ、酸化ケイ素、マグネシアも包含しかつそれらも指し
得る。
【００２３】
　流し込みまたは噴霧で付着させるセメント系混合物を製造する時に用いる水対セメント
（Ｗ／Ｃ）比は最適な撥水特性を達成するに決定的ではないと考えているが、適切なＷ／
Ｃ比は約０．２５から約０．６０であろう。セメント系混合物を用いて生じさせる構造物
を固化させかつそれの変形を回避する目的で、必要な水の量を最小限にするのが望ましい
。
【００２４】
　本発明の組成物をセメント、コンクリートまたは他のセメント系材料を変性するための
混和材として用いる場合にこれを水和性セメント結合剤材料と一緒にする時期は水を添加
する前、添加中または添加後であってもよい。別法として、本発明の組成物は、クリンカ
ーを水和性セメントに変化させる製造工程中に混合添加剤として添加することも可能であ
る。
【００２５】
　本発明の典型的な組成物は、一般に、少なくとも１種の溶質と非水性溶媒が９５：５か
ら５：９５、より好適には７０：３０から３０：７０の比率で存在する非水性溶液である
として記述可能である。好適には、前記溶質と溶媒部分を一緒に均一に混合することでエ
マルジョンではない液状溶液を生じさせる。より好適には、前記溶質を本組成物中に本組
成物中の全乾燥固体重量を基準にして７０から３０パーセントの量で存在させてもよい一
方、前記溶媒を本組成物の総重量を基準にして３０から７０パーセントの量で存在させて
もよい。
【００２６】
　本発明で用いることを意図する典型的な疎水性材料には、これらに限定するものでない
が、脂肪族カルボン酸またはその塩もしくはエステル、脂肪酸またはその塩もしくはエス
テル、天然もしくは合成ワックス、天然もしくは合成油、シリコーン化合物（シラン、シ
ロキサン）、ナフタレン化合物、メラミン化合物、ジカルボン酸もしくはその塩またはそ
れらの混合物が含まれる。最も好適な疎水性材料は、それ自身を水和性セメント系材料の
中に混合した時に空気を連行しない材料である。そのような疎水性材料を固体形態で溶媒
の中に混合する場合には、溶質が溶液の中に溶解するのを助長する目的で、その材料をで
きるだけ細かく粉砕しておくのが好適である。
【００２７】
　従って、好適な疎水性材料は、とりわけ、脂肪族カルボン酸、その塩もしくはエステル
、特にこれらのカルボン酸の有機（例えば脂肪族）エステルまたは塩である。好適には、
脂肪族カルボン酸の有機エステルは一般式Ｒ１－Ｒ２［式中、Ｒ１はＣ１２－Ｃ１８脂肪
族カルボン酸エステルであり、そしてＲ２は直鎖もしくは分枝Ｃ１－Ｃ１０アルキルであ
る］で表される。好適な脂肪族カルボン酸エステルには、これらに限定するものでないが
、ステアリン酸エステル、オレイン酸エステル、天然に存在する油（例えばやし油、ヒマ
シ油、トール油脂肪酸）、ラウリン酸エステル、パルミチン酸エステル、ミリスチン酸エ
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ステル、リノール酸エステルなど、およびそれらの塩および／または混合物が含まれる。
【００２８】
　好適な疎水性材料には、これらに限定するものでないが、ステアリン酸アルキルエステ
ル、オレイン酸アルキルエステルおよびそれらの混合物が含まれる。好適には、ステアリ
ン酸の有機エステルは一般式Ｃ１７Ｈ３５ＣＯＯＲ３で表され、そしてオレイン酸の有機
エステルは一般式ＣＨ３（ＣＨ２）７＝（ＣＨ２）７ＣＯＯＲ４で表され、ここで、Ｒ３

およびＲ４は、各々独立して、直鎖もしくは分枝Ｃ１からＣ１０アルキルである。好適な
ステアリン酸エステルはステアリン酸ブチルであり、そして好適なオレイン酸エステルは
オレイン酸ブチルである。特に好適な空気非連行性疎水性材料では、オレイン酸ブチルと
ステアリン酸ブチルの両方を一緒に用いる。
【００２９】
　より一般的に言って、本発明の典型的な組成物は、少なくとも１種の疎水性材料、例え
ばステアレート、オレエート、ラウレート、パルミテート、ミリスチン酸エステル、リノ
ール酸エステル、ヤシ油、ヒマシ油、トール油脂肪酸、またはそれらの塩または混合物を
含んで成る。そのような疎水性材料は、好適には、これをセメント系材料（例えばセメン
トモルタルおよびコンクリート）の中に混合した時に空気を連行しない。疎水性材料は、
好適には、ステアリン酸アルキルエステル、オレイン酸アルキルエステルまたはそれらの
混合物である。そのような疎水性材料は、より好適にはオレイン酸ブチル（ＢＯ）、ステ
アリン酸ブチル（ＢＳ）またはこの二者の混合物であり、そのような混合物の場合、それ
らをＢＯ：ＢＳの比率が５：１から１：５の比率、より好適には４：１から１：２の比率
、最も好適には３：１から１：１の比率になるように用いてもよい。
【００３０】
　典型的な疎水性材料には、また、脂肪酸ばかりでなくその塩も含まれ得る。例えば、ス
テアリン酸カルシウムおよびステアリン酸亜鉛を用いてもよく、それらはＮＯＲＡＣ，Ｉ
ｎｃ．から商業的に入手可能である（両方とも粉末の形態で）。別の例はトール油脂肪酸
（ＴＯＦＡ）であり、これはＧｒａｃｅ　Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓ（Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ　ＵＳＡ）から商品名ＲＸ－９０１の下で入手可能である。
【００３１】
　典型的な疎水性材料には、また、天然ワックス、例えばパラフィンワックス、セレシン
蝋および蜜蝋なども含まれ得る。また、典型的な合成ワックスも使用可能である。そのよ
うなワックスは例えばＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商品名Ｃａｒｂｏｗｚｘ（商標）
の下で商業的に入手可能である。
【００３２】
　典型的な疎水性材料には、また、天然に存在する油（例えばヤシ油、ヒマシ油）［これ
らの中の数種を既にこの上に示した］ばかりでなく合成油も含まれ得る。
【００３３】
　他の典型的な疎水性材料はシリコーン、シランおよびシロキサンである。例えば、ブチ
ルトリメトキシシランおよび他のシランをＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから商業的に入手する
ことができる。幅広い範囲の有機ケイ素化合物をＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから同様に入手
することができる。
【００３４】
　本発明の目的に適すると考えているさらなる典型的な疎水性材料には、ナフタレン化合
物［例えばビスイソプロポニルナフタレン、カルシウムジ（ナフタレン）スルホネート］
およびまたメラミン化合物も含まれる。
【００３５】
　別の典型的な疎水性材料はジカルボン酸またはその塩である。そのような材料は化学式
Ｒ２ＯＯＣ－Ｃ（Ｒ１）（Ｈ）－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯＲ３

［式中、Ｒ１はＣ１２からＣ１８アルキルもしくはアルキレン基であり、Ｒ２およびＲ３

は水素またはカチオン（例えばナトリウム、カリウム、リチウム、亜鉛、ブチル）であり
そして「ｎ」は１から６の整数である］
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で表されるであろう。好適なジカルボン酸塩はテトラプロペニルブタンデジオディックア
シッド（ｂｕｔａｎｄｅｄｉｏｄｉｃ　ａｃｉｄ）のジナトリウム塩であり、これは式
Ｎａ＋－ＯＯＣ－Ｃ（Ｃ１２Ｈ２３）（Ｈ）－ＣＨ２－ＣＯＯ－Ｎａ＋

で表される。例えば、前記ジカルボン酸塩（「ＤＳＳ」）の２０％溶液を下記の如くグリ
コールエーテル溶媒の中に混合してもよい：４５％ＤＰＴＢ、４５０％ＤＰＧ、２％ＤＳ
Ｓおよび８％水［ここで、「ＤＰＴＢ」はジ（オキシプロピレン）グリコール－ｔ－ブチ
ルエーテルを表しそして「ＤＰＧ」はジ（オキシプロピレン）グリコールを表す］。
【００３６】
　本発明で用いるに適すると考えている典型的なグリコールエーテル溶媒には、（ｉ）オ
キシアルキレングリコール、（ｉｉ）アルコール、グリコールもしくはグリセロールのオ
キシアルキレンエーテル付加体または（ｉｉｉ）これらの混合物が含まれる。本発明で用
いるに適すると考えている典型的なオキシアルキレングリコールは、式ＨＯ（ＡＯ）ｎＨ
［式中、ＡはＣ２－Ｃ４アルキレン基（例えばエチレン、プロピレン、ブチレンなどばか
りでなくそれらの混合物、エチレンおよびプロピレンが最も好適である）を表し、Ｏは酸
素原子を表し、そしてｎは１から約３０、より好適には１－３の整数を表す］で表され得
る。個々のグリコール分子中のＡＯ基は同じまたは異なってもよい。そのようなグリコー
ルの例には、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコー
ル、ジ（エトキシ）（ジ（プロポキシ）グリコールなどが含まれ得る。さらなるグリコー
ルには、分子量が約１２００以下のポリアルキレングリコール（ポリ（オキシアルキレン
）グリコール）が含まれる。そのようなグリコールの鎖を形成しているＡＯ基が含有する
アルキレンエーテル基は単一の種類であってもよいか或はアルキレンエーテル基の混合物
（ブロックまたはランダムに配置していてもよい）であってもよい。そのようなオキシア
ルキレングリコールの例はポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリ（
オキシエチレン）（オキシプロピレン）グリコールなどである。
【００３７】
　本発明で用いるに適切であると考えている典型的なモノアルコールのオキシアルキレン
付加体は、式ＲＯ（ＡＯ）ｍＨ［式中、Ｒは炭化水素基、例えばＣ１－Ｃ７アルキルまた
はＣ５－Ｃ６シクロアルキル基などであり、ＡはＣ２－Ｃ４アルキレン基を表し、Ｏは酸
素原子を表し、そしてｍは１から約１０の整数を表す］で表され得る。前記Ｒ基の例はメ
チル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペ
ンチル、イソペンチル、シクロペンチル、シクロヘキシルなどである。好適なＲ基はＣ３

－Ｃ５アルキル、例えばｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｔ－ブチルなどであ
る。本発明のいろいろな態様において、Ｒ基が同じであるのが好適である。前記鎖の中の
ＡはＣ２－Ｃ４（好適にはＣ２－Ｃ３）アルキレン基、例えばエチレン、プロピレンなど
およびそれらの混合物であり、そしてｍは１から約１０、好適には２または３の整数であ
る。
【００３８】
　好適な態様における溶媒は、ジ（オキシプロピレン）グリコール－ｔ－ブチルエーテル
（「ＤＰＴＢ」）、ジ（オキシプロピレン）グリコール－ｎ－ブチルエーテル（「ＤＰＮ
Ｂ」）またはそれらの混合物［場合によりジ（オキシプロピレン）グリコール（「ＤＰＧ
」）、ジ（オキシエチレン）グリコール（「ＤＥＩＧ」）またはそれらの混合物と一緒で
あってもよい］である。
【００３９】
　従って、本発明の典型的な組成物は、少なくとも１種の疎水性材料［ステアレート、オ
レエート、天然に存在する油、ラウレート、パルミテート、ミリスチン酸エステル、リノ
ール酸エステルまたはそれらの塩または混合物を包含］およびグリコールエーテル溶媒［
（ｉ）オキシアルキレングリコール、（ｉｉ）アルコール、グリコールもしくはグリセロ
ールのオキシアルキレンエーテル付加体または（ｉｉｉ）それらの混合物を包含］を含ん
で成る。最も好適な組成物では、前記少なくとも１種の疎水性材料がオレイン酸ブチルお
よびステアリン酸ブチルを含んで成り、そして前記グリコールエーテル溶媒がＤＰＴＢ、
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である。そのような溶媒が特に好適である、と言うのは、それらは水和性セメント系混合
物の中に混合された時に優れた収縮および空気追い出し（ａｉｒ　ｄｅｔｒａｉｎｉｎｇ
）能力を有するからである。従って、好適な溶媒はセメント系材料に入っている空気を追
い出すに有効である。
【００４０】
　本発明の典型的なさらなる組成物は、望まれる如き可塑性、作業性および／またはスラ
ンプが向上するように、本産業で通常用いられる如き少なくとも１種の櫛形重合体である
超可塑剤を含んで成り得る。ペンダント型ポリ（オキシアルキレン）基を有する櫛形重合
体である超可塑剤が最も好適である。そのような可塑剤は一般に公知である。適切な超可
塑剤をＧｒａｃｅから商品名ＡＤＶＡ（商標）の下で商業的に入手することができる。超
可塑剤を本発明の組成物に混合する時期は、好適には、溶質１種または２種以上および溶
媒を一緒に完全に混合した後であってもよく、それを本組成物の総重量を基準にして５か
ら３０パーセントの量で混合してもよい。ポリ（オキシアルキレン）超可塑剤は生成また
は製造の結果として水を少量含有する可能性がある。しかしながら、水の総量を組成物の
総体積の３０％以下、より好適には組成物の総体積の５％以下にするのが好適である。
【００４１】
　本発明の組成物に好適には界面活性剤も他の表面活性剤も実質的に含有させない（他の
場合にはエマルジョン系を生じさせる目的で通常必要である）。従って、脂肪酸またはト
ール油脂肪酸の金属塩（例えばナトリウム、カリウム、リチウム）はセメント系材料の中
に混合された時に空気を連行する傾向があることから、そのような金属塩の使用はあまり
好適でなく、従って、特定の金属塩を疎水性材料として用いる場合には、空気追い出し剤
を用いることを推奨することができる。
【００４２】
　従って、本発明の典型的な方法は、この上に記述した如き撥水性向上用組成物を水和性
セメント系材料に導入することでセメント系材料を変性することを包含する。この上に記
述したように、それらはセメントをクリンカーから製造している時に添加剤として混合可
能であるか或は完成セメント、モルタル、コンクリートまたは他のセメント系混合物の中
に混合する混和材として混合可能である。
【００４３】
　以下の実施例は説明の目的で示すものである。
【実施例１】
【００４４】
　脂肪酸の有機エステルまたは脂肪族カルボン酸をグリコールエーテルに溶解させること
で本発明の溶液をいくつか製造した。その結果として、レーザーが液体の中を通り抜ける
ことで立証されるように、透明な溶液が生じた［Ｔｙｎｄａｌｌに従い、溶液はレーザー
光線を散乱させないが、エマルジョンまたは分散液は散乱させる］。前記溶液は、エマル
ジョンとは異なり、４６℃の高温で安定であり、固化温度以下にすると溶体に戻りそして
溶融する。加うるに、低温における粘度も標準的な混和材用ポンプで輸送する時に要求さ
れる２５０ｃＰの基準よりも充分に低い。そのデータを以下の表１に示す。サンプル１は
、ＤＰＮＢおよびＤＰＧを用いるとオレイン酸ブチル（「ＢＯ」）とステアリン酸ブチル
（「ＢＳ」）の混合物が示す凍結点を低くすると言った利点を示している。
【００４５】
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【表１】

【実施例２】
【００４６】
　添加剤が得られるように疎水性材料がグリコールエーテルである収縮低下用溶媒に溶解
している本発明の典型的な添加剤はコンクリートサンプルの水分不透過性を向上させるこ
とが分かった。そのような不透過性の向上を水吸収度、収縮率および導電率が前記添加剤
を含有させていないコンクリートサンプルに比較して低下することで立証した。
【００４７】
　水対セメント比（ｗ／ｃ）が高いコンクリートばかりでなくｗ／ｃ比が低いコンクリー
ト（これは透過性が低いコンクリートの典型である）にも改善が見られる。表２に、表１
に示した組成物１、２および３［「IＷＣ１」、「IＷＣ２」および「IＷＣ３」として示
す］が英国吸収試験（Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ　Ｔｅｓｔ）（ＢＳ　１８
８１パート１２２）で示した典型的な改善を示す。これはセメント系組成物が完全な防水
を達成するように混和材を評価する場合の鍵となる試験であり、数値が約１％以下である
ことは優れていると見なされる。
【００４８】
　そのデータは、ＩＷＣ混合物が示す作業性の方が収縮低下用混合物（ＳＲＡ）を単独で
用いた場合（混合物１０）に比べて超可塑剤の濃度が低くても良好でありかつＳＲＡを単
独で用いた時に比べて吸収度が低くかつ２／３の用量で２５％の改善が見られることを示
唆している。
【００４９】
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【表２】

【実施例３】
【００５０】
　ＩＷＣ１、ＳＲＡおよび防湿材料、例えばステアリン酸カルシウムエマルジョン［Ｇｒ
ａｃｅ　Ｄａｒａｐｅｌ（商標）ブランド］など、オレイン酸ブチルおよびステアリン酸
ブチルを用いて製造したいろいろな混合物の特性。前記防湿材料が乾燥収縮に対して示す
効果は僅かである。この上の実施例２に示したように、ＳＲＡはＩＷＣサンプルと同様に
水吸収度を低下させることはない。
【００５１】
　驚くべきことに、そのような疎水性材料１種または２種以上をセメントもしくはコンク
リートに添加する前に収縮低下用混和材（ＳＲＡ）である溶媒に溶解させておくと相乗作
用が見られることを見いだしたが、その理由は、そのように組み合わせた添加剤を用いる
と疎水性材料を個別に用いた時およびＳＲＡを個別に用いた時に比べて全体としての成分
使用量を低くすることができるからである。
【００５２】
　その上、コンクリートの中に発生する空気の量も防湿成分を個別に添加した場合に比べ
て低かった。このことは屋内用床材用途にとって有利である。
【００５３】
　ＡＳＴＭ　Ｃ　１２０２に記述されている方法に類似した方法を用いてコンクリートサ
ンプルが示す透過性を測定した。直径が４インチで長さが１２インチの円柱形コンクリー
トサンプルの末端部と末端部の間を通る電流を１分後に６０ボルトＤＣで測定した。電流
の量が多いことはコンクリートが示す水および水分透過率が高いことに相当する。コンク
リートの水／セメント比を０．５から０．４に低くしたことが主要な効果でありかつステ
アリン酸カルシウム添加自身が示す改善度は僅かのみであったことを特記する。しかしな
がら、本発明のＩＷＣ添加剤を添加したコンクリート混合物が示した低下度は有意であっ
た。前記疎水性材料または収縮低下用混和材（ＳＲＡ）を個別に用いることでも本発明の
ＩＷＣサンプルが示す品質の中のいくつかを満足させ得るか或はそれを超えさせることが
できるであろうが、本ＩＷＣサンプルは全体として材料の使用量が少なくかつボード全体
に渡って吸収率、透過率および収縮率の好ましい低下を達成することを見いだした。
【００５４】
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【表３】

【実施例４】
【００５５】
　優れた特性を示し得る他の疎水性溶質材料はナフタレン、例えばＲｕｅｔａｓｏｌｖ　
ＤＩ［これはＣ１６Ｈ２０、ナフタレン，ビス（１－メチルエチル）－（９Ｃｌ）である
］などである。そのナフタレンを５０％ジプロピレングリコールｔ－ブチルエーテル／５
０％ジプロピレングリコールに１：２から２：１で添加すると、レーザー光試験で立証さ
れるように透明な溶液を生じ、これもまたＩＷＣ２に溶解することを見いだした（表１に
示した配合２を参照）。これらの材料を用いて作成したコンクリートサンプルが示した特
性を対照サンプルのそれと比較して表４に示す。水対セメント（ｗ／ｃ）比を低くすると
、ＡＳＴＭ　Ｃ　１５８５を用いて測定した時、初期毛細管吸収度（Ｓｉ）が若干改善し
た。しかしながら、本発明の添加剤を用いた時のＳｉの低下度は有意であるばかりでなく
収縮率も有意に低下した（ｗ／ｃを単に低くしたサンプルと比較して）。
【００５６】

【表４】

【実施例５】
【００５７】
　連続液相をもたらすグリコールエーテルおよびナフタレンスルホン酸を疎水性材料とし
て用いて水中油エマルジョンではない安定なエマルジョンを生じさせた。典型的な疎水性
材料はＮａＣｏｒｒ（商標）［これはナフタレンスルホン酸のジノニル－カルシウム塩（
Ｃ２８Ｈ４４Ｏ３Ｓ・１／２Ｃａ）の商品名である］である。この添加剤をコンクリート
サンプルで用いると収縮率および吸収率が低下する点で有益であった。レーザー光試験に
より、そのような配合物は少なくともグリコールエーテルに対する質量比が１：２から２
：１の範囲の時にエマルジョンであることを確かめた。それらは－５から＋４６℃の温度
の時に凍結も分離も起こさなかった。Ｇｒａｃｅ　Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　Ｐｒｏｄ
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ｕｃｔｓから商品名ＥＣＬＩＰＳＥ（商標）の下で入手可能なグリコールエーテル系収縮
低下剤（ＳＲＡ）を用いて前記疎水剤をＳＲＡに入れることで生じさせたサンプルが示し
た収縮率および吸収率データを以下の表に要約する。
【００５８】
【表５】

【実施例６】
【００５９】
　本発明の幅広い範囲の配合物に安定な溶液が生じるか或は水中油エマルジョンではない
エマルジョンが生じ得るかを示す試験を受けさせた。その組み合わせを以下の表６に示す
が、これらは単に説明の目的で示すものであり、これらに本開示から実現可能なあらゆる
可能な組み合わせを包含させるものではない。
【００６０】
【表６】

【実施例７】
【００６１】
　典型的なさらなる疎水性材料をＤＰＴＢおよびＤＰＧの中に入れた。そのような疎水性
材料にトール油脂肪酸（ＴＯＦＡ）、脂肪酸の金属塩（例えばステアリン酸亜鉛）および
ワックス（例えばＤｏｗ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＣＡＲＢＯＷＡＸとして入手可能な分子
量が約２００のポリエチレングリコール）を含めた。ＴＯＦＡ（５０％）とＤＰＴＢ（２
５％）とＤＰＧ（２５％）を混合すると室温で安定な混合物が生じた（パーセントは重量
が基になったパーセントである）。ステアリン酸亜鉛（５．６％）とＤＰＴＢ（４７．２
％）とＤＰＧ（４７．２％）を混合するとまた室温で安定な混合物が生じた。前記ワック
ス（３３．４％）とＤＰＴＢとＤＰＧ（各々３３．３％）を混合すると室温で安定な混合
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【実施例８】
【００６２】
　疎水性材料である分子量が約１０００のポリエチレングリコール（ＰＥＧ）をジ（オキ
シプロピレン）グリコール－ｔ－ブチルエーテル（ＤＰＴＢ）とジ（オキシプロピレン）
グリコール（ＤＰＧ）に下記の比率：ＤＰＴＢが４７．１５％でＤＰＧが４７．１５％で
ＰＥＧが５．７％の比率になるように一緒にすることで本発明のさらなる典型的な安定な
溶液を生じさせた。前記ＰＥＧはＤＯＷから商品名ＣＡＲＢＯＷＡＸ　１０００の下で商
業的に入手可能である。
【実施例９】
【００６３】
　式Ｎａ＋－ＯＯＣ－Ｃ（Ｃ１２Ｈ２３）（Ｈ）－ＣＨ２－ＣＯＯ－Ｎａ＋で表されるテ
トラプロペニルブタンデジオディックアシッドのジナトリウム塩の２０％溶液をＤＰＴＢ
およびＤＰＧに最終的な溶液が下記の成分：ＤＰＴＢを４５％とＤＰＧを４５％とＤＳＳ
を２％とＨ２Ｏを８％有するように溶解させることで本発明のさらなる典型的な安定な溶
液を生じさせた。下記の成分：ＤＰＴＢを３５％とＤＰＧを３５％とＤＳＳを６％とＨ２

Ｏを２４％有する別の溶液も生じさせ、これもまた安定であることを確認した。また、そ
のような水溶液を用いないで（水を溶液の中に導入しないように）前記疎水性材料の量を
多くすることもうまく働くであろうと考えている。
【実施例１０】
【００６４】
　シラン（例えばＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから商品名Ｚ－２３０６の下で入手可能なｉ－
ブチルトリメトキシシラン）を溶媒に下記：ＤＰＴＢが２９．４％でＤＰＧが２９．４％
でＺ－２３０６が４１．２％になるように混合することで本発明のさらなる典型的な安定
な溶液を生じさせた。それによって室温で透明な溶液が生じた。
【００６５】
　この上に示した実施例および典型的な態様は説明の目的で示すものであり、本発明の範
囲を限定することを意図するものでない。
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